
平成 25年 11月 15日第 118号 議 会 だ よ り

3

０
４
４
万
４
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。
主
な
内
容
は
小
学
校
施
設
整

備
事
業
、
中
学
校
施
設
整
備
事
業

の
追
加
等
に
よ
り
増
額
補
正
す
る

も
の
で
す
。

◎
平
成
25
年
度
茂
原
市
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
事
業
費
補
正
予
算

（
第
１
号
）

結
果
：
可
決
（
全
会
一
致
）

［
内
容
］
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

１
億
１
１
６
１
万
４
千
円
を
追
加

し
、
そ
の
総
額
を
１
０
９
億
３
５
０

４
万
７
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。
主

な
内
容
は
国
庫
支
出
金
等
返
還
金

な
ど
に
よ
り
補
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
平
成
25
年
度
茂
原
市
特
別
会
計

下
水
道
事
業
費
補
正
予
算（
第
２
号
）

結
果
：
可
決
（
全
会
一
致
）

［
内
容
］
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

か
ら
２
１
５
万
８
千
円
を
減
額
し
、

そ
の
総
額
を
14
億
２
６
１
２
万
７

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。
主
な
内

容
は
職
員
給
与
の
臨
時
特
例
条
例

の
施
行
に
伴
う
人
件
費
の
減
額
等

に
よ
り
補
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
平
成
25
年
度
茂
原
市
特
別
会
計

農
業
集
落
排
水
事
業
費
補
正
予
算

（
第
１
号
）

結
果
：
可
決
（
全
会
一
致
）

［
内
容
］
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

か
ら
35
万
９
千
円
を
減
額
し
、
そ

給
付
金
事
業
を
優
先
す
る
た
め
、

六
ツ
野
・
萱
場
の
２
地
区
を
本
年

２
月
に
作
成
し
た
。
今
後
も
引
き

続
き
、
情
報
提
供
を
行
い
、
各
地

域
で
の
話
し
合
い
に
よ
り
プ
ラ
ン

作
成
に
努
め
て
い
き
た
い
。
６
次

産
業
化
に
向
け
た
取
組
み
に
つ
い

て
は
、
農
業
者
自
ら
が
加
工
・
販

売
に
取
組
み
、
付
加
価
値
を
付
け

る
こ
と
が
所
得
の
向
上
に
繋
が
る

こ
と
か
ら
、
農
業
者
や
流
通
・
販

売
業
者
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

国
の
補
助
制
度
を
活
用
し
、
６
次

産
業
化
と
し
て
展
開
で
き
る
よ
う

努
め
て
い
き
た
い
。

予
　
算
　
関
　
係

◎
平
成
25
年
度
茂
原
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

結
果
：
可
決
（
全
会
一
致
）

［
内
容
］
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
16
億
７
６
３
９
万
５
千
円
を
追

加
し
、
そ
の
総
額
を
２
８
０
億
６

答

本
年
４
月
１
日
現
在
の
保
育

士
数
は
正
規
職
員
、
臨
時
・
非
常

勤
職
員
を
合
わ
せ
て
１
４
１
名
で

あ
る
。
こ
の
う
ち
、
正
規
職
員
は

77
名
で
割
合
は
約
54
・
６
％
で
あ

り
、
昨
年
度
比
０
・
３
ポ
イ
ン
ト

の
改
善
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
も

保
育
所
に
お
け
る
正
規
・
非
正
規

職
員
の
割
合
に
つ
い

て
は
、
段
階
的
に
改

善
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

道　

脇　

敏　

明�

議
員

（
も
ば
ら
21
）

雇
用
創
出
に
つ
い
て

問

農
業
分
野
で
雇
用
を
創
出
す

る
為
に
、
認
定
農
業
者
の
育
成
や

法
人
化
及
び
六
次
産
業
化
が
今
後

の
重
要
な
課
題
に
な
る
。
地
域
農

業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
も
言
え
る

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
作
成
状
況
、

六
次
産
業
化
に
向
け
た
取
り
組
み

に
関
し
て
本
市
の
見
解
を
伺
う
。

答

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
作
成
状

況
に
つ
い
て
は
、
新
規
就
農
者
の

住
民
に
と
っ
て
身
近
な
施
設
に
お

い
て
も
、
耐
震
診
断
や
補
強
工
事

な
ど
必
要
な
措
置
が
と
ら
れ
る
べ

き
と
考
え
る
が
、
対
応
は
。

答

避
難
所
と
な
る
公
民
館
等
社

会
教
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
最
優

先
課
題
で
あ
る
学
校
の
耐
震
化
が

完
了
す
る
平
成
27
年
度
以
降
に
耐

震
診
断
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基

づ
き
、
計
画
的
に
実
施
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

平　
　
　

ゆ
き
子�

議
員

（
日
本
共
産
党
茂
原
市
議
団
）

専
門
職
員
の
配
置
に
つ
い
て

問

本
市
の
保
育
所
職
員
配
置
は

他
市
町
村
と
比
べ
非
正
規
職
員
の

割
合
が
高
く
、
以
前
か
ら
そ
の
改

善
を
要
求
し
て
き
た
。
市
当
局

は
、
正
規
と
非
正
規
の
割
合
を
６

対
４
に
改
善
し
た
い
と
の
明
言
が

あ
っ
た
が
、
依
然
と
し
て
そ
の
改

善
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
の

対
応
を
伺
う
。

た
。
介
護
分
野
で
は
、
２
０
１
５

年
度
よ
り
、
要
支
援
サ
ー
ビ
ス
を

介
護
保
険
か
ら
市
町
村
事
業
へ
移

行
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
対
応
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答

社
会
保
障
制
度
改
革
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
法
案
の
骨
子
が
閣
議
決
定

さ
れ
、
介
護
分
野
の
施
策
に
つ
い

て
は
平
成
27
年
を
目
処
に
講
ず
る

こ
と
と
さ
れ
た
。
要
支
援
サ
ー
ビ

ス
の
市
町
村
事
業
へ
の
移
行
に
つ
い

て
も
、
社
会
保
障
制
度
改
革
国
民

会
議
が
提
言
し
た
社
会
保
障
改
革

の
一
つ
と
し
て
社
会
保
障
審
議
会

等
で
の
検
討
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
も
国
の
動
向
を
注
視
し
、
移

行
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
も
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
が
生
じ
な
い
よ
う
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

前　

田　

正　

志�

議
員

（
も
ば
ら
21
）

自
治
会
公
民
館
等
の

　
　
　
耐
震
化
に
つ
い
て

問

自
治
会
の
公
民
館
な
ど
、
災

害
時
に
一
次
避
難
所
と
な
る
地
域


